










３．渡良瀬川の概要と主な課題

○渡良瀬川流域の社会経済等の状況
洪水氾濫が及ぼす渡良瀬川流域の社会経済への影響

・渡良瀬川の想定氾濫区域内には約20万人※が居住しており、総被害額は2兆
円を超える。（※平成22 年国勢調査より）

・ＪＲ両毛線、東武伊勢崎線、東北自動車道、北関東自動車道、国道50号などが
想定氾濫区域内にあり、浸水被害が発生した場合には、周辺地区も含めた、
社会経済への影響が懸念される。

・桐生市、足利市等では、防災拠点となる市役所をはじめ消防署、警察署などが
浸水のおそれがあり、浸水により機能停止となった場合には、減災活動に大き
な支障を与えることが懸念される。
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３．渡良瀬川の概要と主な課題

○渡良瀬川での主な課題

・堤防の完成延長は約60.4km（約46％）※であり、計画堤防に対して高さや幅が
不足している（※平成27 年3月末時点）

・渡良瀬川の氾濫により、浸水深は旗川や秋山川の合流点で最大で5m 程度、
浸水想定区域は約150km2を超えることが想定される。

・足利市より上流は、河川勾配が急で、上流からの洪水の到達時間が短いため
迅速で的確な情報伝達が必要

・想定氾濫区域内には約20万人が居住しており、その行動に資する情報提供が
重要となっている。

・渡良瀬川の想定浸水区域には、人口・商業・産業が集積しており、社会経済へ
の影響や防災機能の低下が懸念される。
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４．現状の取組状況
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